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1. 序論  
今日，研究者は，彼らの研究成果を学会や出版物で発

表している。しかし，研究過程では，研究者間のデータ

の盗用やデータの改竄などの問題が発生してしまってい

る。図１からは，2000年から不正件数が増加しているこ

とが読み取れる。またメディアなどでも，研究者の不正

について度々報道されるようになったため，研究者の不

正を認知しているのは知識人に限られなくなった。 

 
図１ 研究不正等の発表・報道件数の推移（114件） 

 

では，なぜそこまで研究者間の不正が多くなってしま

ったのか。 

それは，現在，いずれの国であれ，論文などの研究書

物が一般向けに公開され，広く大衆の中で読まれている

わけではないことに起因するのではないか。 

実際，研究雑誌や出版物は高価であり，大衆には手が

届きにくい。ゆえ，研究者や一部の知識人が読者の大半

を占める現状にある。これは読者が局所的になってしま

っていて，学術コミュニティが閉塞的になっていると捉

えられる。 
1閉塞的な学術コミュニティでは，大衆が干渉していな

いために，水面下で，利潤を求めた研究競争が熾烈化

し，データの盗用や改竄のような内部不経済が発生して

いるのではないかと考えた。 

そこで，ブロックチェーンという技術を駆使すること

によって，学術コミュニティの透明性と相互監視性を上

 
1 文部科学省 科学技術・学術政策研究所 科学技術・学術基盤

調査研究室：“研究現場の閉塞感を打破するには: エビデンス

ベースの政策立案の前提条件の 共有に向けて”

げ，さらにそれを用いてマーケットを構築し，学術論文

を NFT化する。そうすることで，読者を大衆に分散さ

せ，データの盗用や改竄を解決できるのではないかと考

えた。 

2. 本論  

I 着眼点と持論の展開方向について 

先述した学術コミュニティが閉鎖的でそれによって内

部不経済が生じているという捉え方をする先行研究を以

下引用する。 

「…(中略) 20 世紀後半に確立した，印刷版の学術雑誌

の編集，流通プロセスを，学術雑誌の機能とそれを担うス

テークホルダーという観点でまとめたものが図表 2-3 で

ある。  

 
図２ 印刷版学術雑誌の編集，流通システム 

 

…(中略) 査読とは基本的に，同じ分野の専門家が評価

する（ピアレビュー）ため，研究者にしか行うことができ

ない。しかし，Nature など一部の学術雑誌は，非常に多

くの投稿から厳選された少数の論文しか掲載できない

（しない）ため，研究内容が適切で一定水準に達している

かどうかのピアレビューの前に，商業出版社の編集委員

による選別がなされる。その際の判断基準は，その研究成

果が当該分野において意義あるものであるかという点よ

りも，より多くの人の関心を引くかという点にある。つま

り，研究者ではなく，商業的な雑誌を刊行するという立場

からの判断がなされていることになる。 

…(中略) もう１つは，コミュニケーションの閉鎖性で
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ある。共同研究の会合は，当然のことながら共同研究者し

か入れない，非常に閉鎖的な「場」である。逆に学会の全

国大会などは最も開かれた「場」となろう。その最も開か

れた学会の全国大会でも，学会に所属し，参加費を支払っ

て大会に参加した者だけが，そこでの情報を得ることが

できる。つまり，学術雑誌以外の学術コミュニケーション

の場合，情報へのアクセス可能性という観点で，基本的に

閉鎖的であり，その意味でインフォーマルなコミュニケ

ーションということができる。 

…(中略) オープンアクセスの実現手段でも挙げたが，

ResearchGate，academia.edu など研究者たちが自分の論

文をアップし共有する多数のサイトが存在するようにな

っている。学術雑誌論文のオープンアクセスが進めば，こ

れまで商業出版社や大手学会のサイトに囲い込まれて 

いた研究成果は，ウェブサイトにさまざまな形で流通し

ていくことになる。そこにさらに オープンデータの動き

が重なり，論文とデータがリンクされることで，学術コミ

ュニケーションの「場」はあらゆるものがつながるプラッ

トフォームとなることが期待されているように思われる。
2」 

以上の先行研究から，現状の学術コミュニティを俯瞰

してとらえて感じたことは，情報の発信方法の大半が大

型出版社などによる出版であり，その出版元が論文やそ

の他媒体の価格を独占して決定できるということであ

る。そのために，大きな利潤を生むために，ネームバリ

ューに富んだ研究テーマが取り上げられやすい傾向にあ

り，基礎的な実証研究が取り上げにくくなるのではない

か。つまり，人々の気を引くような研究が，基礎的であ

っても学術的には重要である研究と同じ視座で評価され

てしまっていないか。 

仮に，論文の読者の幅が広がり，科学そのものがよ

り大衆に広まったら，現状の大型出版社だけでなく，数

多くのメディアや SNSが論文や研究成果を取り上げるこ

とになるだろう。より多くの人の関心を引くことにのみ

富んだ研究は，大衆が知覚しやすいメディアや SNSにお

いて消費されるため，現状の格式高い学会や出版社が，

基礎的な実証実験の成果についても多く取り上げること

が可能になることにより，世界規模の研究界の成果主義

に結びつくのではないか。 

 つまり，現状の学術コミュニティの正当性を保ちなが

ら，論文の読者を拡大し，研究の成果に対して正当な報

酬と利益を得ることを実現するシステムを構築するべき

だ。そこで，ブロックチェーンを活用し，学術論文を

NFT化するマーケットの構想，そしてそれをビジネスモ

デルで捉え，社会的な価値を提起する。 

 

II 持論の展開 

なぜ，先述した問題を解決するために，NFTマーケット

を構築しようとする訳について，技術的側面と，経済的側

面から考える。 

ア. 技術的側面について 
 学術コミュニティに NFT マーケットを組み込むことに
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 NIRA総合研究開発機構 倉田敬子：“学術コミュニケーション

の「場」はどう変わってきたのか ―直接対話からプラットフ

ォームへ―”

よって可能になることは以下のとおりである。 

①NFTマーケットを使用することで，論文がインターネッ

ト掲載になるので，大手出版社を介さず，出品することが

できる。 

②ブロックチェーンによってオンチェーン分析をするこ

とで，取引を記録し，不正を働いたものを追跡できる。 

③スマートコントラクトを用いて査読などの行為に報酬

金を付与することができる。 

 ①については，学術コミュニティが閉鎖的である理由

は，大手出版社が掲載する論文を決めている点にある。論

文のオープンアクセスを可能にする NFT マーケットの構

築はこの点において，一つの解決策と考えられる。 

 次に，②について，ブロックチェーンを用いると，すべ

ての取引記録が，サーバのような機能を有する使用者の

PC に分散して同期・保存されるので，その取引履歴の改

竄は極めて難しく，また中央集権的なシステムとは違い

システムダウンの心配がなく堅牢性が高い。故に，不正を

取り締まることが容易になる。 

 また，③について，契約を自動的に執行するスマートコ

ントラクトをブロックチェーン上で利用すれば，あらか

じめ定めたとおりに自動的に取引を執行することもでき

る。近年，利用者が増えている NFT マーケットは ETHに

対応している。ETHはスマートコントラクト機能を保持す

るため，研究者間における査読に対し，ETHを用いた報酬

システムを構築することができる。 

 つまり，学術コミュニティに NFT マーケットを組み込

むことによって，学術コミュニティの閉鎖感を打破し，研

究不正を取り締まることが可能になる。また，査読という

行為をより簡略化することもできるようになる。 

 

イ. 経済的側面について 

 そもそも，ブロックチェーン産業は今後ビジネスにお

いて成功するジャンルなのであろうか。 

 
図３ ハイプサイクル 

 

 ブロックチェーンは 2008年ごろに，サトシ・ナカモト

と名乗る正体不明のエンジニアが開発した技術であり，

一般に，大衆の多くは，ブロックチェーンの実態や仮想通

貨に対して深い理解をしていない。そして，2019 年に設

立された仮想通貨交換会社，FTXトレーディングは，豊富

https://www.nira.or.jp/pdf/1502report_02.pdf 
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な金融商品を扱う大手交換会社として注目を集めたが，

2022年 11月に破綻した。これは，仮想通貨に対する大衆

の意識を不安定なものへと変化させた。これらのことか

ら，ブロックチェーンは図３における幻滅期に位置する

のではないか。 

 今までの数多くの発明品は，この幻滅期に磨きをかけ

ることで，大衆が利用するものになった。つまり，今，幻

滅期に位置するブロックチェーンは，最大のビジネスチ

ャンスなのではないか。 

 次に，NFTマーケットが今後の社会で繁栄していくため

に必要なことを考える。そこで PEST分析を活用する。 

 
図４ NFT マーケットの PEST 分析 

 

本論文で，特に注目したいのが，Politics である。ブ

ロックチェーンによる NFT マーケットは世界規模で利用

されている。そのため，全世界の法に配慮したうえで運営

しなければいけないのは確かだが，それは不可能に近い。

故，マーケットプレイスとアーティスト(研究者)，および

NFT購入者の間で，マーケットプレイスが定めた利用規約

の下で，NFT の発行販売を行うことになる。 

 
図５ NFTの発行・販売場面における同時者の関係図 

 

しかし，今回構想する NFTマーケットには CC(クリエイ

ティブコモンズ)を用いたい。CCは各規則によって制限さ

れた中であれば，その著作物を自由に使うことができる

ようになる仕組みのことである。本論文自体も CC化して

しまえば，誰でも本論文を引用，加筆，再配布することが

可能である。CC には規則の厳しさによるグレードが定め

られている。3このグレードの設定においてはその論文の

著者が決めればよいことであって，大きな母体が一律に

 
3 creativecommons JAPAN：“クリエイティブ・コモンズ・ライ
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取り締まるものでもないと私は考える。また，転載そのも

のが許可されているため，本研究の意義である“不正を防

ぐ”という目標は達成される。4このような研究・学術誌

を CC化して配布する取り組みは先例がいくつかある。 

例えばイギリスの非営利企業である Infrastructure 

Services for Open Access が 管 理 運営 し てい

る Directory of Open Access Journals に採録されてい

る雑誌数は，現在（2021 年 5 月 7 日時点）雑誌数は約

16,200 誌，論文数は約 604 万 5.000 件に上る。5 

 

 
図６ 著作権の内容 

 

PEST 分析によると，NFT マーケットが今後の社会で繁

栄していくためには課題があるものの，今対処すること

によって，NFTマーケットを独占することが可能になるか

もしれない。そこで，このスタートアップを成功させるた

めに，協業的イノベーションと情報集約型フレームワー

クを採用したい。 

協業的イノベーションを採用したわけは，現在市場に

ある NFTマーケットらに対抗する際，それら大手に，NFT

化した学術論文のみを対象とする NFT マーケットを構築

するというトップダウンアプローチでは，大手に勝つは

できないからである。2011 年に日本にクーポン提供サー

ビスのグルーポンが上陸したとき，市場にはグルーポン

のコピーキャットがあふれかえった。その半数ほどの企

業はグルーポンの仕組みを踏襲しつつ，グルーポンが対

応していない市場を攻めて失敗している。この事例から，

学術論文のみを対象とする NFT マーケットをスタートア

ップしても，すぐに限界を迎えるのは明らかである。また，

NFTマーケットの構築と運営には，多大な初期投資が必要

である。不安定なビジネスプランに多大な初期投資をす

るのは，いうまでもなく非現実的である。さらには，競争

するべき相手は，大手 NFTマーケットに限らず，”CiiNii”

や”academia”などの既存サービスである。それらとは，

ブロックチェーンの利用という点で差別化ができている

ものの，知名度という点で，破壊的イノベーションには成

り得ない。また，現在論文が投稿されている集約サイトは

上記に限らず，無数にあり，どれを参照するべきか悩むほ

どだ。そこで，価格.com が行った最安値の商品の情報集

約と同様に，情報集約型フレームワークを行い，論文投稿

サイトの一極化を狙う。そのためには，このスタートアッ

https://www.isij.or.jp/request/cc.html 2022/01/25参照 
5 Medinew：“学術誌にも採用されている Creative Commons と
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プに協業は必須といえよう。 

ここで，協業するべき既存企業を精査する。本研究では

Opensea を協業するべき既存企業としたい。なぜなら，

Opensea は世界最大級の NFT マーケットであることに加

えて，ポリゴン ETHと ETHを使えるという点にある。ETH

のほうが利用者は多い。そのため，研究者が出品する際は，

ETHを用いることが可能であり，より広くの読者に届ける

という目的が達成される。また，大衆が論文を購読すると

きは，ポリゴン ETHを用いて，決済が可能になり，低いリ

スクで NFTマーケットを始めることができる。Openseaと

協業すれば，出版する研究者と，購読する読者および大衆

の双方の利益を得ることができる。 

表１ ETH とポリゴン ETH の違い6 

 
 

最後に，本ビジネスモデルをリーンキャンバスにて可

視化する。 

 

 
図８ 構想した NFTマーケットのリーンキャンバス 

 

 
図９ 本マーケットの AARRR 分解 

 

特に注目したいのが図８における右側の工程である。

これは，AARRR における二つ目の A:②使用開始，最初の

体験に満足するにあたる工程である。私自身も本研究に

 
1. 6 にじてんブログ：“【完全初心者 OK】イーサリアムとポリ

ゴンの違いを 3ステップで簡単に解説 

あたり，最大手 NFT マーケットの Opensea を利用してみ

たが，②の工程でかなり苦労した。ブロックチェーンや

NFTについて研究している私自身でさえ，これほど苦労し

たのだから，大衆にとってはかなり取り組みにくいこと

だろう。これから先，NFTマーケットに求められることは，

UI/UX の向上であることは間違いない。 

 

3. 結論  
 本論で，様々な現状の学術コミュニティの問題点や，

NFTマーケットの抱える問題点を明らかにしてきたが，そ

れらは，協業的イノベーションを起こすことで，大半が解

決可能である。しかし，大衆が NFT マーケットを当たり

前のように利用できる日々は遠いと考えている。それは，

UI/UX が発展途上だからだ。 

現在，自身で実際にスマートコントラクト機能を所持

し，UI/UXの向上を図った独自の NFTマーケットをプログ

ラムし，構築している。夏(2023/8/19)の学会ではその成

果が発表できるよう日々精進するのみである。 

さらなる科学の進歩と研究者が研究しやすい環境が整

うことを心から願っている。 
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